
 ＜白水小学校の教育目標＞『自立 貢献 挑戦』 

～「自分は何ができるのか」を考え実行することができる子どもの育成～ 

第1８回入学式 ～５9名の新入生を迎えました～ 

 ４月７日、体育館で赴任式・始業式を行うことができました。一堂に会して儀式を行うことができることの幸

せを改めて感じました。 新型コロナウイルス感染症が収束したわけではありませんが、感染対策をとりなが

ら、今年は子どもたちにとって多くの「学び」となる教育活動を実施していきたいと思っています。ご理解・ご

協力をよろしくお願いいたします。 

 さて、本校は、平成18年度の開校当初から、学校、家庭、地域が協働で子どもたちを育てるコミュニティ・

スクールを推進してきました。これまでの特色ある教育活動を継承・発展させ、様々な体験、人との関わりを

大切にしながら、学校教育目標を実現していきたいと考えています。 本年度、学校目標を新たにしました。 

  子どもたちは無限の可能性を秘めています。子どもたち一人一人が自分の可能性に挑戦し、個性を発揮

しながら、一人一人が輝けるよう支援をして参ります。地域、保護者の皆さまも、共に育てるパートナーとして

子どもたちを支援し、見守っていただけると幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。 

 ４月１３日に入学式を行い、５９名の新1年生が白水小の一員とし

ての一歩を踏み出しました。子どもたちは、保護者に見守られる中、

緊張気味に入場してきましたが、担任の先生に名前を呼ばれると、

元気に返事をして、背筋を伸ばし起立することができました。 

 校長からがんばってほしいこととして、「あいさつをする」「みんなと

仲良くする」「新しいことに挑戦する」「交通安全に気をつける」の４

つの話をしました。 

 新1年生の子どもたちが、「おはようござします」と元気に登校し、

「楽しかった、ただいま」と元気に帰宅できるよう努めて参りたいと

思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 入学式の準備では、高学年の子どもたちが清掃や飾り付けを丁

寧にしてくれました。特に、6年生の子どもたちは、白水小学校の

リーダーとしての責任と自覚をもって、「1年生のために」と時間いっ

ぱい会場準備をしてくれました。全校児童のよいお手本となり、リー

ダーシップを発揮してくれることを期待をしています。 

「『自立 貢献 挑戦』～『自分は何ができるのか』を考え実行することができる子どもの育成」 

 「自立」とは、必要に応じて支援を受けながら、自分のことを自分で考え、自分でできるようになる力 

 「貢献」とは、相手を思いやり、優しさの心をもって、学校、地域のために行動する力 

 「挑戦」とは、失敗を恐れず新しいことに挑み、新たな学びを得る力 


